
年度　授業計画（シラバス）

60 (4) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

毎回の授業においては、プレゼン資料を配布するので、特定の教科書は利用しません。

パワポ資料の配
布

予習は不要ですが、授
業の復習を行う事。

各コマに
おける

授業予定
標準撮影

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

マンモグラフィの手技について

各コマに
おける

授業予定
追加撮影の種類、マンモトーム、トモシンセシス

2026

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

乳房超音波検診を行うことの有用性は証明されていません。しかし、40歳台に多い高濃度乳房にはマンモグラフィでは不十分
であるデータもあり、新聞報道から大きな問題になっています（白い雪原に白ウサギ）。将来、併用検診が導入された場合、放射
線技師は超音波検査もできるので両検査を行う可能性があります。また、集団検診では2021年から乳房も医師の立ち合い（問
診、視触診）が不要になりました。代わりに技師の事前質問表があり、責任が重くなっています。

第
4
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
5
回

第
2
回

パワポ資料の配
布

予習は不要ですが、授
業の復習を行う事。

第
3
回

パワポ資料の配
布

予習は不要ですが、授
業の復習を行う事。

内　　　容

マンモグラフィ撮影装置について
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

パワポ資料の配
布

予習は不要ですが、授
業の復習を行う事。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

マンモグラフィの手技について

科  目  名

診療放射線技師学科　昼間部

診療画像検査学Ⅴ

科　目　区　分

乳房撮影や超音波検査における装置の構成や病理や解剖、撮影技術について講義を中心としそれぞれの概要を学習する。
住民を対象にしているマンモグラフィ検査（検診）において、使用する機器管理や精度管理は病変を抽出するレベルを保つ上
で、大変重要である。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

第3校舎901教室3年次 教室名

現場に出てから他の撮影以上に撮影者の技術が求められる分野となるので、将来の為の基礎を身に着けて下さい。

担 当 教 員
櫻井玲
上藤裕里加

実務経験と
その関連資格

筆記試験（70%）
出席点（20%）
平常点（10％）

パワポ資料の配
布

予習は不要ですが、授
業の復習を行う事。

一般撮影装置との違いを知る

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

マンモグラフィ撮影装置の精度管理

各コマに
おける

授業予定
安全管理

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

乳房の解剖と疾患について

各コマに
おける

授業予定
乳房の構成と疾患好発部位を知る



眼球の構造・画像の特徴									

第
14
回

教科書　他
予習、復習は欠かさずし
ておくこと

第
12
回

教科書　他
予習、復習は欠かさずし
ておくこと

第
13
回

教科書　他
予習、復習は欠かさずし
ておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

超音波の基礎となる波・超音波について理解する

第
10
回

パワポ資料の配
布

予習は不要ですが、授
業の復習を行う事。

第
11
回

教科書　他
予習、復習は欠かさずし
ておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

眼底検査について理解する

各コマに
おける

授業予定

超音波とは１

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

超音波の基礎となる波・超音波について理解する

各コマに
おける

授業予定
波とは

第
8
回

パワポ資料の配
布

予習は不要ですが、授
業の復習を行う事。

第
9
回

パワポ資料の配
布

予習は不要ですが、授
業の復習を行う事。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

マンモグラムの読影									

各コマに
おける

授業予定
モニタを用いて読影を行う

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

眼底検査について理解する

各コマに
おける

授業予定
基本構成・仕様

パワポ資料の配
布

予習は不要ですが、授
業の復習を行う事。

カテゴリー分類を行う

予習は不要ですが、授
業の復習を行う事。

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

教科書　他
予習、復習は欠かさずし
ておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

マンモグラムの読影									

各コマに
おける

授業予定

パワポ資料の配
布

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

マンモグラフィの所見

各コマに
おける

授業予定
腫瘍と石灰化の所見を知る

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

超音波検査の原理について理解する

各コマに
おける

授業予定
超音波検査の原理2

各コマに
おける

授業予定

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

超音波の基礎となる波・超音波について理解する

各コマに
おける

授業予定
超音波とは2

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

超音波検査の原理について理解する

各コマに
おける

授業予定
超音波検査の原理１



年度　授業計画（シラバス）

60 (4) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
プローブの特性，走査法２

各コマに
おける

授業予定

予習、復習は欠かさずし
ておくこと

プローブの特性，走査法１

第
17
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

パルスエコー法について理解する

教科書　他
予習、復習は欠かさずし
ておくこと各コマに

おける
授業予定

パルスエコー法の原理と表示法

第
20
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

プローブの走査について理解する

教科書　他

第
19
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

プローブの走査について理解する

教科書　他

第
18
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

超音波の生体内挙動について理解する

教科書　他

予習、復習は欠かさずし
ておくこと

予習、復習は欠かさずし
ておくこと各コマに

おける
授業予定

生体の超音波特性

第
16
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

超音波の物理的特性について理解する

教科書　他
予習、復習は欠かさずし
ておくこと各コマに

おける
授業予定

エコー法，超音波の物理的特性

毎回の授業においては、プレゼン資料を配布するので、特定の教科書は利用しません。

乳房超音波検診を行うことの有用性は証明されていません。しかし、40歳台に多い高濃度乳房にはマンモグラフィでは不十分
であるデータもあり、新聞報道から大きな問題になっています（白い雪原に白ウサギ）。将来、併用検診が導入された場合、放射
線技師は超音波検査もできるので両検査を行う可能性があります。また、集団検診では2021年から乳房も医師の立ち合い（問
診、視触診）が不要になりました。代わりに技師の事前質問表があり、責任が重くなっています。

現場に出てから他の撮影以上に撮影者の技術が求められる分野となるので、将来の為の基礎を身に着けて下さい。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

筆記試験（70%）
出席点（20%）
平常点（10％）

乳房撮影や超音波検査における装置の構成や病理や解剖、撮影技術について講義を中心としそれぞれの概要を学習する。
住民を対象にしているマンモグラフィ検査（検診）において、使用する機器管理や精度管理は病変を抽出するレベルを保つ上
で、大変重要である。

担 当 教 員 櫻井玲 上藤裕里加
実務経験と

その関連資格

対 象 学 年 3年次 学期及び曜時限 教室名 第3校舎901教室

講義

科  目  名 診療画像検査学Ⅴ 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2026

学        科 診療放射線技師学科　昼間部 科　目　区　分 専門分野 授業の方法



予習、復習は欠かさずし
ておくこと各コマに

おける
授業予定

臨床画像１０

各コマに
おける

授業予定
臨床画像９

予習、復習は欠かさずし
ておくこと

第
30
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

実際の画像を参考に、解剖学的配置を理解する

教科書　他

第
29
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

実際の画像を参考に、解剖学的配置を理解する

教科書　他

予習、復習は欠かさずし
ておくこと各コマに

おける
授業予定

臨床画像８

各コマに
おける

授業予定
臨床画像７

予習、復習は欠かさずし
ておくこと

第
28
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

実際の画像を参考に、解剖学的配置を理解する

教科書　他

第
27
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

実際の画像を参考に、解剖学的配置を理解する

教科書　他

各コマに
おける

授業予定
臨床画像６

各コマに
おける

授業予定
臨床画像５

予習、復習は欠かさずし
ておくこと

各コマに
おける

授業予定
臨床画像３

予習、復習は欠かさずし
ておくこと

第
26
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

実際の画像を参考に、解剖学的配置を理解する

教科書　他

第
25
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

実際の画像を参考に、解剖学的配置を理解する

教科書　他

予習、復習は欠かさずし
ておくこと

各コマに
おける

授業予定
臨床画像２

各コマに
おける

授業予定

第
24
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

実際の画像を参考に、解剖学的配置を理解する

教科書　他

第
23
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

実際の画像を参考に、解剖学的配置を理解する

教科書　他

予習、復習は欠かさずし
ておくこと各コマに

おける
授業予定

臨床画像４

第
22
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

実際の画像を参考に、解剖学的配置を理解する

第
21
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

実際の画像を参考に、解剖学的配置を理解する

教科書　他
予習、復習は欠かさずし
ておくこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

教科書　他
予習、復習は欠かさずし
ておくこと

臨床画像１


